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富士火山青木ヶ原玄武岩質溶岩における表面形態と全岩化学組成の空間的変化

Spatial variation for surface morphology and whole-rock chemistry of Aokigahara
basaltic lava, Fuji volcano.
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　レザープロファイラー法によって新たに作られた青木ヶ原溶岩地域の立体画像（千葉達朗ほか，本大会講演）

に基づいて独自に溶岩地形を判読し，青木ヶ原溶岩の火山地形分類図を作成した．青木ヶ原溶岩の噴出口は，西か

ら東に向かって，大室山西（仮称），石塚，長尾山，氷穴の 4箇所である．青木ヶ原溶岩は単一の火口である長尾

山火砕丘から流出したのではなく，東西約 6km にわたって分散している，これらの火口群から流出したことになる．

大室山西火口は，ほぼ東西に配列した少なくとも 6個以上の火砕丘あるいは溶岩丘群，石塚火口は単一の溶岩丘（あ

るいは一部強溶結のアグルチネート），長尾山火口は，北西-南東方向に配列した少なくとも 4個の火砕丘群（ただ

し西方の 2個は崩壊してその一部のみが残る），氷穴火口は，北西-南東方向に配列した表面のピットクレーター列

で代表される，おそらくは割れ目火口である．それぞれの火口から噴出した溶岩を，大室山西溶岩グループ，石塚

溶岩グループ，長尾山溶岩グループ，氷穴溶岩グループとして区分した．氷穴溶岩は天神・伊賀殿溶岩との明瞭な

区別が困難なので，一括して氷穴溶岩グループとした．大室山西溶岩グループは，石塚溶岩グループと長尾山溶岩

グループに覆われ，また，石塚溶岩グループは長尾山溶岩グループに覆われる．氷穴溶岩グループは長尾山溶岩グ

ループに覆われるが，他の溶岩グループとの関係は不明である．

　青木ヶ原溶岩の表面形態は，平滑な表面を有するタイプ I（パホイホイ型）と，表面がクリンカー状の岩塊 か

らなるタイプ II（アア型），およびその中間の形態を示すタイプ III（中間型）からなる．タイプ Iは典型的なパ

ホイホイに類似しており，1枚のユニットの厚さが50cm以下の多数のユニットからなる層状タイプと，1枚のユニッ

トの厚さが 1m以上の層厚の厚いタイプとに区分される．層状タイプには，袋状の toe や縄状構造がみられ，パホ

イホイ溶岩の特徴を最もよく備えている．タイプ Iには，テユムラスやプレッシャーリッジ，まれにホルニトのよ

うな表面構造がみられる．また，溶岩チューブや溶岩トンネルも発達し，その天井部にはしばしば円形の陥没構造

やスカイライト（天窓）が認められる．青木ヶ原溶岩の大規模な溶岩洞窟は，そのほとんどがこのタイプ I溶岩に

形成されている．タイプ Iはしばしば破壊されてスラブ状ブロックの集合体となっているが，これはハワイ火山な

どでみられるスラブパホイホイに似ている．タイプ II はアア溶岩に類似し，握り拳大のスコリア岩塊からなるカ

リフラワーアア型と径 50cm 程度のやや摩耗したスコリア岩塊からなるラブリーアア型とに分けることができる．

タイプ II は比較的厚さが厚く，溶岩じわや溶岩堤防，溶岩末端崖などの発達がみられることが多い．タイプ III

は，タイプ Iとタイプ IIの中間の表面形態を示し，ハワイ火山でみられる transitional pahoehoe，transitional

aa あるいは pasty pahoehoe に類似する．タイプ II には西湖・精進湖間にみられるような大規模なものも認めら

れるが，タイプ Iが短い距離でタイプ IIに変化している場合も多い．タイプ IIには，火砕丘の一部と思われるラ

フトがみられることがある．レザープロファイラー法によって作られた表面形態の立体画像と現地調査の結果とを

総合して推定すると，青木ヶ原溶岩全体では，タイプ I溶岩（パホイホイ型）が全表面積の約 74%と大勢を占めて

いる．

　青木ヶ原溶岩全域から採取した 100 個以上の試料について，その全岩化学組成分析を行った．全体としての

SiO2 の組成範囲は 51.00～51.47wt%，FeO*/MgO 比は 2.03～2.28 である．大室山西溶岩グループと石塚溶岩グルー

プは 2.15 以上の高い FeO*/MgO 比を示し，2.15 以下の低い FeO*/MgO 比を有する長尾山溶岩グループの大部分とは

異なっている．すなわち，噴出口の違いによって，流出した溶岩の全岩化学組成に差が認められる．一方，溶岩の

表面形態と全岩化学組成の間には，特定の関係はみられない．青木ヶ原溶岩の斑晶量は 25～42vol%と多いが，溶

岩グループによる系統的な違いや溶岩の表面形態との関係は特に認められない．また，すべての試料がほぼ同じ液

相濃集元素比を示すので，青木ヶ原溶岩を形成した玄武岩マグマは，同一の親マグマ起源であると考えられる．

　（なお，火山地形分類図作成に際しては富士砂防事務所作成の立体画像データを参考にさせていただきまし

た．作成に当たった富士砂防事務所の関係者の方々に感謝の意を表します．）


